
プログラム ４ＲＣ合同ガバナー公式訪問夜間例会
当番クラブ：北見東ＲＣ

●４ＲＣ合同ガバナー公式訪問例会

・ガバナー、ガバナー補佐入場

・開会点鐘　　近藤会長（北見東ＲＣ）

・開会宣言

・国家並びにロータリーソング斉唱

・会長挨拶　　近藤会長（北見東ＲＣ）

・ガバナー及びパストガバナー、

　ガバナー補佐、地区役員のご紹介

　第2500地区ガバナー　　佐渡　正幸

　第５分区ガバナー補佐　田中　栄治

　第７分区ガバナー補佐　平澤　利秀

　地区大会実行委員長　　小野寺英夫

　地区幹事　　　　　　　平井　昌弘

　地区副幹事　　　　　　古俣　丈夫

　地区副幹事　　　　　　安田　浩佑

・米山奨学生等のご紹介

　北見ＲＣ　　テリゲルさん

　北見東ＲＣ　ダグワスレン・グンダライさん

　北見西ＲＣ

　リマルサ・ハニンナコンサ・マルゴノさん

・バナー交換

・ガバナー講話　　佐渡ガバナー

・謝　　辞

・閉会点鐘

●大懇親会

・乾　　杯　　小林会長（北見ＲＣ）

・歓　　談

・余　　興　　津軽三味線

　　　　　　　ジャンケン大会

・手に手つないで

　ソングリーダー　佐藤（大）会員（北見東ＲＣ）

・閉会の挨拶　　小野寺会長（留辺蘂ＲＣ）

天気 （例会時） 最高気温 22℃

夕　食
揚げ茄子と蓮根の香味ソース掛け

刺　　身
本鮪　鮃　帆立

海老のフリッターとベビー帆立の揚げ物
道産豚肩肉の味噌漬け　シュークルート添え
オホーツクちらし寿司

デザート

第2542回 例会記録 2025/9/19

第2543回例会
2025年10月２日㈭

本日のプログラム

　　米　山　月　間　に　因　ん　で
	 米山記念奨学委員会

地域社会の経済発展月間・米山月間

R.I. DISTRICT 2500 THE ROTARY CLUB OF KITAMI WEST

北見西ロータリークラブ会報北見西ロータリークラブ会報
■ 創　立　日
■ 承　認　日
■ 例 会 場 所
　
■ 毎週木曜日
■ 事　務　局

昭和46年 4 月29日（1971/ 4 /29）
昭和46年 5 月27日（1971/ 5 /27）
ホテル黒部（７条西１丁目）
　TEL ２３－２２５１
12時30分～13時30分
　TEL ２５－２８２４

2025～2026年度クラブテーマ

《縁（えにし）を大切に、和（輪）をもって
ロータリーライフを楽しみましょう！》
■会　長 松井　順仁 ■会長エレクト 山本　英敏
■副会長 村田　　望 ■幹　　　　事 近江　孝介

「Rotary のことを熱く語ろう！～ Rotarian Benefit を紡ぎ、そして育むために～」



講話 佐渡正幸ガバナー

自己紹介とロータリーとの関わり
　2025-26年度、国際ロータリー第2500地区のガバナーを務める釧路北ロータリー
クラブの佐渡正幸です。現在58歳で、ガバナーとしては日本の34地区の中で３番
目に若い年齢です。司法書士として30年ほど開業しており、1999年に32歳でロー
タリーに入会しました。当初は活動にあまり熱心ではありませんでしたが、2013-
14年度にクラブ幹事、2014-15年度に地区ローターアクト委員長、そして2015-16
年度にはクラブ会長を務めました。

地区スローガンと重点目標
　今年度の地区スローガンは**「Rotaryのことを熱く語ろう、Rotary Benefitsを紡ぎ、そして育むため
に」**です。このスローガンには、ロータリーの恩恵（ベネフィット）を再認識し、それを心に刻ん
でクラブの活性化につなげてほしいという思いが込められています。
今年度の重点目標は以下の４つです。
１．会員増強

○現在、地区会員は2,300人ですが、30年前には3,300人いました。少子高齢化が最大の原因だと考
えています。

○国際ロータリー（ＲＩ）の規定では、地区会員が1,200人を下回ると地区が消滅するという厳し
いルールがあります。ロータリー活動を継続していくために、会員増強は最も重要な目標です。

○10%の会員増強を目標に、すでに約100人の会員が増えています。
２．ファンドレイジング（資金調達）の引き上げと実践

○寄付は強制ではなく任意ですが、地区としては年次寄付１人150ドル、ポリオ根絶１人50ドル、
米山奨学金１人6,000円を目標としています（１ドル150円計算で合計36,000円）。

○この寄付金は、平和と紛争解決、疾病予防と治療、水と衛生、母子の健康、基本的教育と識字率
向上、地域社会の経済発展、環境の７つの重点分野に活用されます。

３．ポリオ根絶活動
○ロータリーが45年以上続けている活動で、ＷＨＯやユニセフ、ビル・ゲイツ財団も協力する世界

的な活動です。
○人類の歴史の中で伝染病を克服したのは天然痘のみであり、ポリオ根絶はそれに続く人類史上２

番目の偉業となります。
４．青少年奉仕の拡大と充実

○ローターアクトやインターアクトの活動を通じて、若い世代のリーダーシップを育成し、地域社
会や世界平和に貢献します。

○ロータリアンは、彼らを上から見るのではなく、同じ目線で協力し、強いロータリーファミリー
を形成していきたいと考えています。

地区大会について
　地区大会は10月24日と25日に開催されます。

●10月24日（金）：国際ポリオデーにあたり、ロータリアンや市民が集まり、ポリオ根絶を誓うイ
ベントを実施します。

●10月25日（土）：午前中の分科会では、３年未満の会員向けに意見交換会を設けるほか、行政関
係者との懇談会も実施します。

●姉妹提携：韓国との姉妹提携が解消されたため、新たにモンゴルの地区との姉妹提携の承認を決
議します。

ロータリーの魅力
　私の考えるロータリーの魅力は、以下の点にあります。

●中核的価値観（コアバリュー）：親睦、奉仕、多様性、リーダーシップ、高潔性。
●職業奉仕の理念：「サービス・アバブ・セル（超我の奉仕）」や「最もよく奉仕するもの、最も

多く報いられる」といった精神を通じて、自己成長や幸福を実感できることです。
●国際的な視野：グローバルな視点を持つことができる点です。来年の国際大会はシンガポールで

開催され、アジア圏からの参加が容易になります。

結びの言葉
　ロータリー活動を通して感動する心を持ち、自分がロータリアンで良かったという強い信念を持っ
て、ガバナーとしての１年間を進んでいきたいです。64のクラブを回り、各クラブが元気で魅力ある
クラブになるよう、皆さんと共に活動していきます。



■ 例会予告 10 月 9 日 職場訪問移動例会	 職業奉仕委員会

10 月 16 日 法定休会

■会報委員長　野呂　伸一　／　■編集文責　目黒　公宣

月 日19 66
（休会者  3名） 13 49 6 0 83.0％9本 日 例 会

※但し、休会者３名を含む総数は69名です。

出席報告 出席委員会


